
一
橋
商
品
学
と
日
本
商
品
学
会

岩
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戦
前
の
一
橋
商
品
学
の
特
色

　
一
橋
商
品
挙
の
伝
統
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
石
井
頼
三
氏
（
一

橋
論
叢
第
三
四
巻
第
四
号
）
お
よ
び
井
出
野
栄
吉
氏
（
一
橋
論
叢

第
九
一
巻
第
四
号
）
の
論
説
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
論

説
と
一
橋
大
学
挙
制
史
資
料
、
田
中
譲
氏
の
論
説
（
商
品
研
究
三

二
巻
一
．
二
号
一
九
八
一
年
）
等
を
参
考
に
し
て
、
ま
ず
戦
前
の

一
橋
商
品
学
の
特
色
を
述
べ
る
。

　
本
単
が
東
京
商
業
単
校
と
称
し
て
い
た
明
治
一
九
年
七
月
、
教

則
改
正
に
よ
り
商
品
科
が
設
置
さ
れ
、
同
年
九
月
か
ら
「
商
品
」

の
名
称
で
商
品
学
の
講
義
が
は
じ
め
ら
れ
た
。
担
当
者
は
化
学
専

攻
の
理
挙
士
石
川
巌
氏
で
あ
っ
た
。
同
氏
は
明
治
三
五
年
七
月
ま

で
商
品
学
を
担
当
さ
れ
た
。
明
治
一
九
年
の
商
品
の
教
授
要
領

（
一
橋
大
学
単
制
史
資
料
第
二
巻
）
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
商
品
（
尋
常
科
第
一
年
、
第
二
年
の
半
期
）

　
教
科
書
　
回
本
商
品
誌
（
姑
欠
）

　
　
　
　
　
ブ
ラ
ウ
ン
氏
商
品
誌

　
　
　
　
　
イ
ー
ツ
氏
商
業
博
物
誌

　
天
産
及
び
人
造
物
に
関
す
る
内
外
各
種
商
品
の
種
類
、
産
地
、

品
質
、
効
用
、
製
法
、
、
価
楮
及
び
需
要
の
景
況
等
を
教
へ
、
実
地

標
品
に
慨
き
之
を
指
教
す
。
終
り
に
生
徒
を
し
て
実
地
商
品
を
鑑

識
品
評
せ
し
め
、
専
ら
化
学
実
験
法
と
相
待
っ
て
之
を
行
う
も
の

と
す
。

　
明
治
一
九
年
二
一
月
に
は
ベ
ル
ギ
ー
の
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
高
等
商

業
学
校
の
率
業
生
で
貿
易
実
務
経
験
の
豊
窟
な
ア
ー
サ
ー
・
マ
リ

シ
ャ
ル
氏
を
招
璃
し
、
商
業
実
践
科
の
教
授
お
よ
ぴ
商
品
見
本
陳
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列
所
の
整
理
方
を
担
当
さ
せ
た
。

　
明
治
二
〇
年
、
東
京
商
業
学
校
は
高
等
商
業
学
校
と
改
称
さ
れ
、

商
品
の
授
業
は
本
科
第
一
年
及
ぴ
二
年
に
課
せ
ら
れ
、
明
治
二
五

年
九
月
ま
で
、
石
川
氏
お
よ
び
ア
ー
サ
ー
・
マ
リ
シ
ヤ
ル
氏
が
担

当
し
た
。
明
治
二
四
年
九
月
か
ら
翌
二
五
隼
九
月
ま
で
の
教
授
要

旨
（
一
橋
大
学
学
制
史
資
料
第
二
巻
）
を
次
に
示
す
。

　
商
品
（
本
科
第
一
年
、
第
二
年
毎
週
二
時
間
）

　
総
論
に
於
て
地
形
気
侯
と
物
産
と
の
関
係
を
説
き
、
次
で
鉱
業

製
晶
に
於
て
は
鉄
、
銅
、
亜
鉛
、
錫
、
金
、
銀
、
石
炭
、
硫
黄
、

石
油
等
、
窯
業
製
品
に
於
て
は
陶
器
、
七
宝
、
煉
瓦
、
セ
メ
ン
ト

等
、
地
産
物
に
於
て
は
穀
類
、
澱
粉
質
物
、
綿
、
繭
、
藍
、
茶
、

麻
等
、
水
産
物
に
於
て
は
輸
出
に
関
係
あ
る
も
の
並
に
肥
料
、
工

業
製
晶
に
於
て
は
漆
器
、
蟻
、
油
、
醸
造
製
晶
、
繊
維
製
品
等
の

重
要
商
品
を
挙
げ
、
順
次
其
性
質
、
産
地
、
製
法
、
産
額
、
用
途
、

需
要
等
、
尊
ら
標
本
に
就
き
之
を
講
明
す
。

　
明
治
二
五
年
九
月
ア
ー
サ
ー
氏
帰
国
後
、
石
川
氏
が
商
品
を
担

当
し
た
。
同
氏
の
明
治
二
九
年
九
月
か
ら
三
〇
年
九
月
ま
で
の
教

授
要
旨
を
次
に
示
す
。

　
商
品
（
第
一
年
、
第
二
年
）

　
一
、
鉱
業
製
品
。
鉄
、
銅
、
鉛
、
亜
鉛
、
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
、
満

俺
、
金
、
銀
、
石
炭
、
石
油

　
二
、
工
業
製
晶
。
陶
器
、
七
宝
、
硝
子
、
セ
メ
ン
ト
、
マ
ヅ
チ
、

綾
莚
、
植
物
性
油
、
．
蟻
、
漆
並
漆
器

　
三
、
農
産
。
米
、
茶
、
瑚
瑛
、
砂
糖
、
藍
、
樟
脳
及
樟
脳
油

　
四
、
繊
維
並
繊
維
製
品
。
綿
、
生
糸
、
羊
毛
、
大
麻
、
苧
麻
、

織
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
五
、
水
産
。
魚
油
、
昆
布
、
海
参
、
乾
飽
、
鰯
　
以
上
諸
品
は

（
一
）
産
出
並
需
要
（
二
）
使
用
（
三
）
所
在
（
四
）
成
分
性
質

並
変
化
（
五
）
製
法
（
六
）
混
合
物
検
定
並
品
位
鑑
定
（
七
）
種

類
（
八
）
売
買
ノ
慣
習
（
九
）
荷
造
法
の
各
項
に
分
ち
講
述
す
。

　
石
川
氏
の
商
品
学
は
理
化
学
を
中
心
と
し
、
商
業
的
分
野
の
取

扱
い
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
授
業
に
標
本
を
活
用
し
た
。
研
究

と
授
業
に
用
い
る
各
種
の
標
本
を
陳
列
す
る
た
め
－
の
大
規
模
な
商

品
陳
列
所
が
明
治
二
一
年
に
設
置
さ
れ
た
。
設
置
の
目
的
や
標
本

分
類
は
次
の
よ
う
で
あ
る
一
（
一
橘
犬
学
学
制
史
資
料
第
二
巻
）
。
・

　
商
品
陳
列
所

　
商
晶
陳
列
所
は
本
校
第
七
号
館
を
以
て
之
に
充
つ
。
蓋
し
該
所

は
本
校
学
生
を
し
て
常
に
商
品
の
実
物
に
接
し
研
究
す
る
を
得
し

む
る
の
用
に
供
す
る
を
以
て
主
眼
と
す
。
而
し
て
英
標
本
た
る
専

ら
現
時
の
貿
易
売
買
上
重
要
な
る
商
品
に
就
き
広
く
内
外
各
国
よ
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り
蒐
集
し
て
之
を
陳
列
し
、
其
品
質
の
良
否
、
産
地
の
異
同
、
採

集
及
製
造
の
順
序
、
価
額
等
を
容
易
に
鑑
定
識
別
せ
し
め
ん
こ
と

を
期
す
る
も
の
と
す
。
本
校
教
授
中
よ
り
委
員
を
置
き
て
其
管
理

整
頓
の
事
務
を
担
佳
せ
し
め
、
漸
次
拡
張
整
備
し
他
日
は
実
業
者

の
縦
覧
を
も
許
す
べ
き
の
目
的
な
り
。

　
商
晶
陳
列
所
標
本

第
一
部
工
芸
品

　
第
一
類
織
物
類
（
原
料
・
製
品
）
、
第
二
類
地
滞
類
、
第

三
類
漆
器
類
、
第
四
類
　
陶
磁
器
類
、
第
五
類
　
鍋
器
類
、
第

六
類
　
七
宝
器
類
、
第
七
類
　
披
黎
器
類
、
第
八
類
　
紙
及
紙
製

晶
類
、
第
九
類
　
革
及
革
製
品
類
、
第
十
類
　
油
、
蛾
燭
及
ゴ
ム

製
晶
類
、
第
十
一
類
　
絵
呉
及
薬
品
類
、
第
十
二
類
　
雑
貨
類

第
二
部
　
農
産
及
水
産

　
第
一
類
穀
物
類
、
第
二
類
茶
、
及
瑚
排
類
、
第
三
類
砂

糖
、
第
四
類
　
藍
、
第
五
類
　
生
蟻
、
木
製
ゴ
ム
其
他
池
蟻
原
料

類
、
第
六
類
　
水
産
物
類

第
三
部
　
鉱
業
品

第
四
部
鉄
器
機
械
及
建
築
材
料
第
一
類
鉄
器
類
、
第
二
類

利
器
類
、
第
三
類
　
製
造
機
械
類
、
第
四
類
　
度
量
衡
類
、
第
五

類
煉
瓦
、
石
材
、
第
六
類
木
材

　
残
念
な
こ
と
に
、
本
陳
列
所
は
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
焼
失
し

た
。
一
橋
大
挙
学
制
資
料
第
二
巻
に
は
、
「
図
書
館
と
並
ん
で
最

も
貴
重
な
る
研
究
資
料
を
蔵
し
た
商
晶
陳
列
所
の
鳥
有
に
帰
し
た

事
で
、
此
等
の
損
害
は
凡
て
金
額
に
見
積
り
得
ざ
る
も
の
で
あ

る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
石
川
氏
の
後
任
と
し
て
明
治
三
四
年
九
月
か
ら
明
治
三
七
年
八

月
ま
で
は
応
用
化
学
専
攻
の
工
学
士
猪
原
吉
次
郎
氏
が
商
品
学
を

担
当
し
た
。
明
治
三
六
年
の
東
京
高
等
蘭
業
学
校
一
覧
に
よ
れ
ぱ
、

同
氏
の
教
授
要
旨
は
石
川
氏
の
明
治
二
九
年
九
月
か
ら
三
〇
年
九

月
ま
で
の
も
の
と
同
様
で
あ
り
、
石
川
氏
の
商
品
学
を
ほ
ぽ
継
承

し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

　
猪
原
氏
の
退
官
後
、
約
一
年
間
は
商
品
学
は
休
講
と
な
っ
た
が
、

明
治
三
八
年
地
質
挙
専
攻
の
理
学
士
奈
佐
忠
行
氏
が
商
品
学
と
商

業
地
理
を
担
当
し
た
。
当
時
の
奈
佐
氏
の
商
品
学
の
内
容
は
、
例

え
ぱ
同
氏
の
明
治
四
二
年
か
ら
四
三
年
ま
で
の
教
授
要
旨
（
一
橋

大
学
学
制
史
資
料
第
三
巻
）
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
石

川
氏
や
猪
原
氏
の
も
の
と
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
氏
の
も
の

と
き
わ
め
て
類
似
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。

　
大
正
九
年
大
学
昇
格
と
共
に
、
従
来
の
商
品
学
を
商
品
（
第

一
）
と
商
品
（
第
二
）
と
に
分
化
し
、
前
者
を
奈
佐
氏
が
、
後
者
・
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を
応
用
化
学
尊
攻
の
工
挙
士
木
村
恵
吉
郎
氏
が
担
当
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
例
え
ぱ
、
大
正
十
五
年
度
の
講
義
要
綱
（
一
橘
大
学
学

制
史
資
料
第
七
巻
）
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
商
品
（
第
一
講
義
）
毎
週
二
時
間
〔
必
修
〕
教
授
　
奈
佐
忠
行

一
、
総
論
、
食
料
品

二
、
繊
維
原
料
、
紡
綾

三
、
織
物
、
木
材
其
他

各
商
品
に
就
き
歴
史
、
性
質
、
製
法
、
種
類
、
品
位
鑑
定
、
格
付
、

用
途
、
包
装
、
関
税
、
取
引
法
、
需
給
関
係
等
を
講
述
す
。

　
商
品
（
第
二
講
義
）
毎
週
二
時
間
〔
必
修
〕
教
授
　
木
村
恵
吉
郎

一
、
肥
料
　
諸
論
、
加
里
肥
料
、
燐
鉱
及
燐
酸
肥
料
、
窒
素
肥
料

並
に
空
印
窒
素
固
定
法
、
菜
他
の
肥
料
、
肥
料
取
締
法

二
、
油
脂
並
に
其
分
解
製
品
　
諸
論
、
油
脂
（
一
般
性
状
、
検
査

法
、
一
般
製
造
法
並
に
其
精
製
法
の
要
旨
、
各
論
）
、
油
脂
の
分

解
製
品
（
諸
言
、
脂
肪
酸
製
造
法
及
其
精
製
法
の
要
旨
、
ス
テ
ア

リ
ン
、
オ
レ
イ
ン
、
グ
リ
ス
リ
ン
）

三
、
石
炭
タ
ー
ル
よ
り
得
ら
れ
る
二
三
の
製
品
（
諸
言
、
ペ
ン
ゼ

ン
及
芙
同
族
体
、
ナ
フ
サ
レ
ン
、
ア
ン
ス
ラ
セ
ン
、
石
炭
酸
）

四
、
染
料
（
諸
言
、
概
説
、
二
三
の
主
な
る
コ
ー
ル
タ
ー
ル
染
料

製
造
法
の
大
要
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル
染
料
の
分
類
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル

染
料
の
一
般
的
検
査
法
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル
染
料
の
堅
牢
度
試
験
法
、

染
料
製
造
奨
励
法
）

五
、
重
要
鉱
石
（
諸
言
、
鉄
、
満
俺
、
鋼
、
鉛
、
亜
鉛
、
金
、
銀
、

試
金
術
の
要
旨
）

六
、
石
炭
（
石
炭
の
自
然
発
火
。
と
其
貯
蔵
、
石
炭
の
完
全
分
折
法

の
要
旨
、
石
炭
の
工
業
的
分
析
法
の
要
旨
、
用
途
に
対
す
る
石
炭

の
選
択
標
準
、
石
炭
売
買
仕
様
書
）

　
商
品
学
の
分
化
に
と
も
な
っ
て
、
奈
佐
氏
の
商
品
挙
も
従
来
と

は
大
き
く
変
わ
り
、
植
物
性
商
品
と
動
物
性
商
品
を
主
体
と
し
、

各
商
品
に
つ
い
て
、
物
理
的
及
び
化
学
的
外
見
、
源
泉
、
組
成
、

性
質
、
用
途
、
製
法
、
商
品
の
種
類
分
け
、
荷
造
り
の
方
法
等
を

講
述
し
た
も
の
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
同
氏
の
商
品
挙
の
取
扱
い

方
は
、
単
に
商
品
の
生
産
方
法
を
強
調
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

す
べ
て
の
商
品
の
特
性
す
な
わ
ち
、
運
搬
性
、
保
存
性
、
代
替
性

と
い
っ
た
性
質
に
強
く
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
一
方
で
は
ま
た
貿
易

と
い
う
立
場
に
立
ち
な
が
ら
商
品
を
考
察
し
て
い
く
と
い
う
態
度

で
あ
る
。
商
品
学
を
自
然
科
学
に
偏
す
る
こ
と
な
く
、
社
会
科
学

的
側
面
と
の
調
和
を
考
慮
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

一
方
、
木
村
氏
の
商
品
学
は
、
単
な
る
応
用
化
学
で
は
な
く
、
化

単
商
品
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
応
用
化
学
を
支
柱
と
し
た
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点
で
は
理
化
学
的
色
彩
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
な
お
商
品
に

関
す
る
他
の
事
項
例
え
ぱ
関
連
法
規
、
商
品
の
分
類
、
品
位
決
定

に
際
し
て
の
試
料
採
取
方
法
、
品
位
決
定
の
方
法
と
し
て
の
分
折
、

貯
蔵
中
の
商
品
の
品
質
変
化
な
ど
の
こ
と
も
適
度
に
配
し
た
内
容

に
な
っ
て
い
る
。

　
奈
佐
氏
は
昭
和
三
年
四
月
に
退
職
し
、
そ
の
後
、
経
済
地
理
単

専
攻
の
理
学
士
佐
藤
弘
氏
が
商
品
（
第
一
）
を
担
当
し
、
佐
藤
・

木
村
両
氏
に
よ
る
時
代
が
続
い
た
。
木
村
氏
が
昭
和
一
二
年
退
職

し
た
後
は
、
河
合
譲
太
郎
氏
が
そ
の
後
継
者
と
な
っ
た
。
こ
の
昭

和
二
二
年
の
時
点
か
ら
、
従
来
の
商
品
（
第
一
）
は
商
品
、
商
品

（
第
二
）
は
化
学
商
品
の
名
称
に
変
わ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て

昭
和
一
七
年
河
合
氏
が
南
方
に
巡
遣
さ
れ
る
ま
で
、
佐
藤
・
河
合

両
氏
に
よ
る
時
代
が
続
い
た
。
両
氏
の
昭
和
一
四
年
度
の
講
義
要

綱
（
一
橋
大
学
学
制
史
資
料
第
七
巻
）
を
参
考
の
た
め
次
に
示
し

た
。　

商
品
　
毎
週
二
時
間
〔
選
択
〕
教
授
　
佐
藤
弘

　
商
品
の
う
ち
世
界
貿
易
品
と
し
て
重
要
な
る
も
の
の
み
講
ず
る

予
定一

、
動
物
繊
維
（
生
糸
、
人
造
絹
糸
、
ス
テ
ー
プ
ル
フ
ァ
イ
バ
i
、

動
物
毛
－
主
と
し
て
羊
毛
）

二
、
植
物
繊
維
（
縞
花
、
亜
麻
、
製
糸
用
繊
維
）

三
、
護
謹

四
、
穀
物
（
米
、
小
麦
及
小
麦
粉
、
麦
）

　
化
学
商
品
　
毎
週
二
時
間
〔
選
択
〕
教
授
　
河
合
謹
太
郎

一
、
燃
料
（
石
炭
、
石
油
、
石
油
代
用
品
）

二
、
金
属
（
鉄
及
鋼
、
鋼
、
金
、
銀
、
軽
金
属
、
合
金
）

三
、
ア
ル
カ
リ
及
酸
（
炭
酸
ソ
ー
ダ
、
苛
性
ソ
ー
ダ
、
晒
粉
、
硫

酸
、
塩
酸
、
硝
酸
）

四
、
肥
料
（
窒
素
肥
料
、
燐
酸
肥
料
、
カ
リ
肥
料
、
化
成
肥
料
）

五
、
窯
業
製
品
（
セ
メ
ン
ト
、
ガ
ラ
ス
、
陶
磁
器
）

六
、
油
脂
及
加
工
晶
（
油
脂
、
硬
化
油
、
石
鹸
其
他
）

七
、
酸
造
品
（
清
酒
、
麦
酒
、
他
の
酒
類
、
醤
油
）

八
、
砂
糖

　
上
記
の
講
義
要
綱
か
ら
佐
藤
氏
の
商
品
学
は
専
攻
の
経
済
地
理

学
を
背
景
と
し
、
立
地
論
的
の
取
扱
い
が
強
く
出
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
自
然
科
挙
的
色
彩
を
帯
ぴ

た
商
品
学
圭
言
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
河
合
氏
の
商
品
学
は
広
義

の
化
学
商
品
の
範
嬢
に
は
い
る
窯
業
製
品
や
醸
造
品
、
砂
糖
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
る
点
で
、
従
来
の
木
村
氏
の
商
品
学
よ
り
も
幅
広

い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
河
合
氏
は
南
方
勤
務
か
ら
帰
朝
さ
れ
る
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と
同
時
に
退
官
さ
れ
、
石
井
頼
三
氏
が
そ
の
後
継
者
と
な
っ
た
。

　
上
述
の
戦
前
に
お
け
る
一
橋
商
品
学
の
変
遷
を
通
し
て
、
そ
の

特
色
を
ま
と
め
る
と
次
の
三
点
に
な
る
。
第
一
点
は
本
学
の
商
品

学
の
講
義
が
わ
が
国
最
初
の
も
の
で
あ
り
、
ア
ン
ト
ワ
ー
ブ
高
等

商
業
挙
校
流
の
貿
易
商
晶
知
識
を
契
機
と
　
。
し
て
誕
生
し
て
い
つ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
点
は
石
川
氏
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
一

橋
商
品
学
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
自
然
科
挙
的
色
彩
の
濃
い
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
商
品
を
扱
う
の
で
あ
る
か

ら
杜
会
科
学
的
色
彩
も
適
度
に
加
味
し
よ
う
と
す
る
方
針
が
一
貫

し
て
と
ら
れ
て
き
た
。
第
三
点
ば
商
品
の
取
扱
い
領
域
の
拡
大
、

商
品
の
種
類
の
増
加
、
商
品
知
識
の
深
化
に
伴
い
、
大
正
九
年
の

大
単
昇
格
時
か
ら
複
数
の
教
官
に
よ
る
同
時
並
行
講
義
の
形
が
と

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
．

　
　
　
一
一
戦
後
の
一
橋
商
品
学
の
特
色

　
昭
和
二
四
年
新
制
大
学
が
発
足
し
た
際
、
新
制
大
学
の
学
科
名

に
よ
っ
て
・
従
来
の
蘭
品
お
よ
び
化
挙
商
品
は
共
に
商
品
学
と
改

称
さ
れ
、
石
井
氏
が
商
晶
学
第
一
と
し
て
化
学
商
品
を
、
佐
藤
氏

が
商
品
学
第
二
と
し
て
繊
維
商
品
を
担
当
し
た
。
当
時
の
商
品
学

は
商
学
都
の
貿
易
及
市
場
都
門
に
配
置
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
二

九
年
に
な
っ
て
独
立
し
、
商
品
学
の
講
座
が
設
蹴
さ
れ
、
さ
ら
に
　
脚

昭
和
三
三
年
か
ら
は
商
品
学
第
一
が
化
学
商
品
と
改
称
さ
れ
た
。

昭
和
三
六
年
佐
藤
・
石
井
両
氏
が
退
職
さ
れ
、
同
年
よ
り
石
井
氏

の
化
学
商
品
を
北
原
三
郎
氏
が
担
当
し
た
が
、
佐
藤
氏
の
繊
維
商

品
は
廃
止
さ
れ
、
こ
れ
に
代
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
商
品
に
関
す
る
科

目
が
設
け
ら
れ
、
橋
本
仁
蔵
氏
が
昭
和
四
一
年
他
界
さ
れ
る
ま
で

担
当
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
三
八
年
か
ら
商
品
検
査
の
科
目
が
加
わ

り
、
化
学
商
品
と
商
品
検
査
の
授
業
を
北
原
氏
が
担
当
し
た
。
昭

．
和
四
二
年
エ
ネ
ル
ギ
ー
商
品
が
講
座
化
さ
れ
た
た
め
、
商
品
学
部

門
は
化
学
商
晶
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
商
品
の
二
講
座
を
も
つ
よ
う
に
な

　
っ
た
。
昭
和
四
四
年
か
ら
片
岡
寛
氏
が
商
品
検
査
を
担
当
し
、
昭

和
四
五
年
北
原
氏
が
退
官
さ
れ
た
後
は
、
化
学
商
品
を
主
と
し
て

筆
者
が
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
戦
前
の
日
本
に
お
け
る
商
品
学
は
ヨ
ー
ロ
ヅ

バ
商
品
学
の
影
響
を
う
け
、
自
然
化
学
的
色
彩
の
濃
い
商
品
知
識

な
ら
び
に
商
品
鑑
定
に
カ
を
お
い
た
も
の
で
あ
つ
た
。
一
方
、
ア
．

　
メ
リ
カ
で
は
商
品
学
と
い
う
固
有
の
学
問
は
独
自
に
形
成
さ
れ
て

　
は
い
な
か
っ
た
が
、
以
前
か
ら
こ
れ
に
類
似
し
た
も
の
と
し
て
商

　
業
地
理
学
が
あ
り
、
こ
の
中
で
商
品
の
売
買
に
カ
点
を
お
い
た
商

　
品
研
究
が
行
わ
れ
て
い
た
。
戦
後
、
こ
の
よ
う
な
形
態
の
商
品
研
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究
が
日
本
に
も
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
に
日
本
の
商
品

学
は
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
流
の
商
品
学
研
究
と
ア
メ
リ
カ
流
の
商
品
研
究

と
の
影
響
を
う
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
橋
商
品
学
も

当
然
そ
の
よ
う
な
影
響
を
う
け
、
戦
前
の
そ
れ
よ
り
も
増
し
て
、

自
然
科
挙
的
、
技
術
的
立
場
と
社
会
科
学
的
、
商
学
的
立
場
の
両

面
か
ら
商
品
の
研
究
を
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
商

品
学
は
学
際
科
学
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
一
般
化
す
る
よ
う
に
な

つ
た
。

　
石
井
氏
は
一
橋
論
叢
本
学
八
○
周
年
記
念
号
に
お
い
て
「
商
品

挙
が
商
系
大
学
に
課
せ
ら
れ
る
以
上
、
商
学
系
学
科
で
あ
る
こ
と

の
特
質
が
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
商
品
学
を
介
し
て
応
用
化
学
の

知
識
を
教
授
す
る
こ
と
が
商
学
徒
に
必
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ

れ
は
商
品
学
の
第
一
義
に
は
当
ら
な
い
。
こ
こ
に
商
挙
の
一
分
野

に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
根
本
的
な
問
題
を
認
識
し
て
、
そ
の

方
向
を
も
昂
揚
す
る
こ
と
が
今
後
必
要
で
あ
る
。
」
と
目
省
し
、

商
品
学
は
商
品
の
生
産
・
流
通
・
消
費
の
三
段
階
に
わ
た
っ
て
、

社
会
科
学
的
、
商
学
的
立
場
と
自
然
科
学
的
、
技
術
的
立
場
と
の

二
方
面
か
ら
商
品
を
研
究
し
て
い
く
学
問
で
あ
る
。
L
と
の
考
え

を
示
し
た
。
ま
た
、
北
原
氏
は
著
書
「
要
説
商
品
学
（
一
橋
出

版
）
昭
和
四
三
年
四
月
」
に
お
い
て
、
「
商
品
は
商
の
対
象
で
あ

る
の
で
、
商
学
・
経
済
学
・
経
営
学
そ
の
他
の
社
会
科
学
系
の
各

分
野
に
直
接
間
接
に
関
与
し
、
ま
た
そ
の
生
産
・
産
出
は
科
挙
・

技
術
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で
、
科
学
・
技
術
に
直
接
間
接
に
関

与
し
、
商
品
学
の
学
問
的
位
置
は
両
科
学
の
境
界
領
域
に
あ
り
、

典
型
的
な
境
界
領
域
の
挙
問
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
商
品
学
を
学
際
科
学
と
し
て
取
扱
う
態
度
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
商

品
や
商
品
検
査
の
授
業
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
た
と
え
ぱ
、
井
出

野
氏
は
一
橋
論
叢
第
九
一
巻
第
四
号
に
お
い
て
、
「
原
子
カ
、
石

油
、
石
炭
を
申
心
に
し
て
、
初
期
に
は
こ
れ
ら
を
科
学
的
側
面
か

ら
捉
え
た
講
義
を
行
っ
て
い
た
が
、
徐
々
に
そ
れ
に
社
会
的
、
経

済
的
お
よ
ぴ
政
治
的
側
面
か
ら
の
考
察
を
加
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
商

品
の
動
き
を
マ
ク
ロ
的
に
論
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」
と
述
べ
て

い
る
。
一
方
、
片
岡
氏
は
商
品
検
査
は
理
科
実
験
で
な
い
と
す
る

立
場
か
ら
、
「
商
品
の
品
質
を
検
査
し
、
品
位
を
鑑
定
す
る
こ
と

は
、
商
品
の
敢
引
上
あ
る
い
は
取
扱
い
上
重
要
な
こ
と
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、
商
品
が
適
正
な
品
質
を
そ
な
え
て
市
場
に
存
在
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
知
る
こ
と
は
消
費
者
の
立
場
か
ら
も
重
要
で

あ
る
。
本
授
業
で
は
種
々
の
商
品
に
関
す
る
品
質
検
査
の
実
験
に

受
講
者
自
ら
が
主
体
的
に
取
り
組
み
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
の
社
会
科
学
的
意
味
を
考
察
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て

541
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い
る
。
」
と
商
品
検
査
の
講
義
要
綱
に
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
筆

者
の
化
学
商
品
の
講
義
の
内
容
は
学
際
科
学
化
を
指
向
す
る
も
の

の
、
現
状
で
は
ま
だ
商
品
全
体
を
対
象
に
し
た
理
論
的
体
系
化
を

目
指
し
た
自
然
科
学
的
・
技
術
論
的
商
品
学
の
段
階
で
あ
る
。
こ

の
理
論
的
体
系
化
の
構
想
に
つ
い
て
は
項
を
改
め
て
後
述
す
る
。

　
上
述
し
た
戦
後
の
一
橋
商
品
学
か
ら
、
そ
の
特
色
を
ま
と
め
る

と
次
の
三
点
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
点
は
国
立
大
学
中
唯
一

の
講
座
制
に
よ
る
商
品
学
で
あ
る
こ
と
、
第
二
点
は
講
座
名
が
商

晶
学
で
は
な
く
、
化
学
商
品
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
商
品
と
い
っ
た
各
論

的
名
称
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
名
称
に
な
っ

た
理
由
は
明
確
で
は
な
い
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
商
品
に
関
す
る
科
目

が
設
け
ら
れ
た
時
期
が
新
ら
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
原
子
カ
の

平
和
利
用
が
先
進
国
で
推
進
さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
た
め
で

あ
ろ
う
。
一
方
、
化
学
商
品
の
名
称
は
戦
前
の
応
用
化
挙
が
発
展

し
て
き
た
経
緯
に
よ
る
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
別

の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
名
称
は
誠
に
当
を
得
た
も
の
と
考
え
る
。

す
な
わ
ち
商
品
の
多
く
が
物
的
商
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
物
質
の

性
質
と
構
造
を
探
究
す
る
化
学
と
い
う
単
問
と
は
密
接
な
関
係
を

も
つ
こ
と
に
な
り
、
商
品
の
一
つ
の
柱
と
し
て
化
挙
商
品
と
す
る

こ
と
が
当
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、

物
質
を
形
成
す
る
場
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
ず
介
在
し
て
お
り
、

物
質
間
の
変
化
・
移
動
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
商
晶
の
も
う
一
方
の
柱
と
し
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

商
品
を
立
て
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
さ

ら
に
も
う
一
つ
の
商
品
の
柱
を
立
て
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ぱ
、

物
質
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
新
規
の
機
能
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
、

機
械
は
そ
の
よ
う
な
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
機

械
商
品
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
第
三
点
の
特
色
は
、
一
橋
商
品
学
だ
け
に
言
え
る
こ
と
で
は
な

い
が
、
学
際
科
学
的
商
品
単
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
一
般
化
し
て
き

て
お
り
、
た
と
え
ぱ
最
近
刊
行
さ
れ
た
飯
島
義
郎
著
「
現
代
商
品

挙
の
方
法
（
文
真
堂
昭
和
五
七
年
九
月
）
」
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う

な
所
論
が
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
。
「
商
品
学
の
対
象
と
し
て
の
現
代

商
品
は
、
そ
の
物
的
商
品
と
し
て
の
性
楕
上
、
自
然
的
存
在
で
あ

る
と
同
時
に
、
ま
た
杜
会
的
存
在
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
二
重

の
性
格
は
広
汎
か
つ
複
雑
な
研
究
領
域
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、

研
究
視
点
や
研
究
方
法
に
お
い
て
も
必
然
的
に
高
度
の
学
的
複
合

性
あ
る
い
は
学
際
性
を
生
成
す
る
。
学
問
基
盤
と
し
て
は
、
自
然

科
学
と
社
会
科
学
の
両
者
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
細
分
化
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さ
れ
た
内
容
、
ま
た
人
文
科
学
の
分
野
を
も
合
め
て
、
き
わ
め
て

多
種
多
様
な
関
連
科
挙
の
複
合
化
、
多
角
化
、
組
織
化
さ
れ
た
も

の
が
示
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
代
商
品
学
に
お
い
て
は
、
特

に
挙
際
的
協
カ
研
究
（
H
葦
胃
3
邑
呂
冨
q
顯
電
H
8
旨
）
が
必
要

と
さ
れ
る
。
関
連
科
挙
を
例
示
す
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
自
然
科
学
系
…
…
物
理
学
、
化
学
、
生
物
学
、
生
態
学
、
工
挙
、

農
学
、
薬
学
、
技
術
学
、
そ
の
他

　
社
会
科
挙
系
…
…
経
済
学
、
経
営
学
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
広

告
論
、
貿
易
論
、
経
済
地
理
学
、
資
源
論
、
産
業
論
、
社
会
学
、

統
計
学
、
法
学
、
そ
の
他

　
人
文
科
学
系
…
…
心
理
学
、
哲
学
、
史
学
、
美
学
、
倫
理
学
、

そ
の
他

　
複
合
科
学
系
－
…
社
会
工
学
、
経
営
工
学
、
環
境
科
学
、
人
間

工
学
、
社
会
地
球
化
学
、
そ
の
他
L

　
さ
ら
に
ま
た
、
昭
和
四
九
年
に
発
刊
さ
れ
た
日
本
経
済
学
会
連

合
編
「
経
済
学
の
動
向
」
東
洋
経
済
新
報
社
に
お
い
て
、
戦
後
の

商
品
挙
の
動
向
が
そ
の
第
一
八
部
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
執

筆
方
針
は
、
商
品
を
単
な
る
物
性
と
し
て
で
は
な
く
、
社
会
現
象

の
対
象
と
し
て
と
ら
え
、
体
系
化
を
指
向
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
技
術
論
的
商
品
学
、
経
営
論
的
商
品
学
、
経

済
学
的
商
品
学
を
柱
と
し
、
そ
の
範
醇
に
入
れ
に
く
い
も
の
は
一

般
と
し
て
い
る
。
石
井
頼
三
氏
は
同
書
の
序
に
お
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
「
商
品
は
何
等
か
の
利
用
価
値
を
有
す
る
実
体

で
あ
る
以
上
、
そ
の
物
質
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
自
然
科
学
の
研

究
対
象
と
な
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
自
然
科
学
の
色
彩
の

強
い
、
い
わ
ぱ
技
術
論
的
商
晶
挙
は
戦
前
戦
後
を
問
わ
ず
、
ま
た

今
後
も
研
究
発
展
さ
れ
て
ゆ
く
べ
き
一
面
で
あ
る
。
事
実
、
戦
後

発
麗
し
て
き
て
い
る
か
ら
、
ま
ず
こ
れ
に
つ
い
て
記
述
し
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
。

　
商
品
は
市
場
を
想
定
す
る
。
こ
の
市
揚
か
ら
見
て
、
商
品
に
つ

い
て
考
究
し
て
ゆ
く
と
い
う
態
度
は
む
ろ
ん
戦
前
か
ら
も
あ
っ
た

が
、
多
く
の
研
究
者
の
関
心
を
呼
ぷ
ま
で
に
は
い
か
な
か
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
戦
後
い
ち
早
く
、
ア
メ
リ
カ
的
商
品
挙
と
い
う

か
マ
ー
ケ
ヅ
ト
面
か
ら
見
た
商
品
挙
が
導
入
さ
れ
た
。
自
然
科
学

の
立
場
を
と
る
商
品
学
か
ら
見
る
と
、
幅
広
い
商
品
挙
と
も
い
え

よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
考
究
の
分
野
を
拡
げ
た
こ
と
の
意
義
は
大

き
い
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
経
営
論
的
商
品
学
に
展
開
さ
れ
て
い
く

の
で
あ
る
。
一
方
、
戦
後
市
民
意
識
の
高
揚
は
消
費
者
の
自
覚
と

な
り
、
こ
れ
が
商
品
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
と
な
り
、
こ
こ
に

消
費
者
商
品
学
と
も
い
う
べ
き
分
野
が
派
生
し
て
き
た
が
、
こ
れ
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は
家
庭
経
済
経
営
論
的
商
品
単
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
ら
、

。
広
い
意
味
で
、
こ
の
経
営
論
的
商
品
学
に
包
合
さ
れ
る
も
の
と
考

え
る
。
こ
の
部
門
も
当
然
記
録
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
商
品
学
の
科
学
性
を
探
究
し
て
い
く
の
を
一
つ

の
使
命
と
し
て
い
る
。
こ
の
探
究
へ
の
努
カ
は
、
戦
後
な
さ
れ
た

新
し
い
展
開
で
あ
ろ
う
。
商
晶
学
が
、
広
い
意
味
で
の
経
済
学
と

ど
の
よ
う
な
関
連
を
も
つ
か
、
こ
の
あ
た
り
の
学
と
し
て
の
存
在

理
由
を
求
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
を
経
済
学
的
商
品
学
と
言
う

こ
と
が
で
き
ょ
う
。

　
以
上
の
三
面
は
、
い
ず
れ
も
戦
後
展
開
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
を

明
ら
か
に
し
て
、
将
来
の
発
展
に
資
す
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

あ
る
。
」

　
　
　
一
一
一
自
然
科
学
的
・
技
術
論
的
商
品
学
の
一
試
論

　
　
　
　
　
－
商
品
生
産
の
体
系
化
お
よ
ぴ
商
品
の
相
関
的
考

　
　
　
　
　
　
　
察
を
例
と
し
て
－

　
上
述
し
た
よ
う
に
現
代
商
品
挙
は
学
際
科
学
的
な
も
の
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
そ
の
実
践
に
は
、
各
科
学

の
境
界
の
範
囲
に
あ
る
幅
が
あ
り
、
経
済
学
に
近
い
商
品
学
、
経

営
学
に
近
い
商
品
学
、
商
挙
に
近
い
商
品
学
、
自
然
科
学
に
近
い

商
品
挙
が
あ
っ
て
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
近
年
の
自
然

科
学
の
進
歩
に
と
も
な
い
、
商
品
の
生
産
も
物
質
の
化
学
構
造
ま

で
を
意
図
し
た
方
式
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
物
質
構
造
か
ら
み
た
商
品
製
造
過
程
の
体
系
化
の
試
論
を

素
材
商
品
の
製
造
を
中
心
と
し
て
述
べ
て
み
よ
う
。

　
ど
の
よ
う
な
商
品
で
あ
っ
て
も
、
天
然
資
源
自
体
あ
る
い
は
、

そ
れ
ら
の
誘
導
品
か
ら
製
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

天
然
資
源
の
加
工
や
組
み
合
わ
せ
の
程
度
を
視
点
と
し
て
、
各
種

の
商
品
を
分
け
る
と
す
れ
ぱ
、
資
源
商
品
、
素
材
商
晶
、
部
材
商

品
、
最
終
商
品
に
お
お
む
ね
大
別
で
き
よ
う
。

　
一
方
、
物
質
の
構
造
が
解
明
さ
れ
る
の
に
と
も
な
い
、
商
品
の

製
造
過
程
で
は
、
以
前
は
天
然
費
源
に
含
ま
れ
て
い
る
物
質
の
成

分
や
構
造
が
未
確
定
で
あ
り
、
経
験
的
に
得
ら
れ
た
知
恵
に
よ
っ

て
商
晶
を
製
造
し
て
い
た
も
の
が
、
次
第
に
物
質
の
成
分
や
構
造

を
念
頭
に
お
く
よ
う
に
変
化
し
て
き
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
、
自
然

科
学
が
未
発
達
で
あ
っ
た
時
代
で
は
、
顔
料
と
し
て
用
い
た
鉱
石

（
孔
雀
石
・
藍
銅
鉱
・
赤
鉄
鉱
・
褐
鉄
鉱
な
ど
）
は
、
た
ま
た
ま

金
属
成
分
の
舎
有
量
が
多
く
、
し
か
も
治
金
も
容
易
な
こ
と
と
も

重
な
っ
て
、
顔
料
の
利
用
が
金
属
の
利
用
の
発
見
を
も
た
ら
す
結

果
と
な
っ
た
。
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商
品
の
製
造
過
程
を
資
源
の
利
用
法
の
変
遷
か
ら
概
観
し
て
み

る
と
、
原
生
即
時
的
利
用
↓
分
化
さ
れ
た
部
分
的
利
用
↓
分
化
さ

れ
た
総
合
的
利
用
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向

は
、
金
属
精
錬
法
、
木
材
・
石
炭
・
石
油
の
利
用
法
の
変
遷
を
辿

っ
て
み
れ
ぱ
容
易
に
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
見
方
を

変
え
れ
ぱ
、
資
源
の
利
用
法
は
、
成
分
を
意
図
し
な
い
（
意
図
で

き
な
か
っ
た
）
利
用
↓
成
分
を
意
図
し
た
利
用
↓
成
分
は
も
と
よ

り
物
質
の
立
体
的
構
造
ま
で
も
意
図
し
た
利
用
へ
と
変
わ
っ
て
き

て
い
る
と
も
言
え
る
。
と
く
に
最
近
で
は
、
分
子
や
原
子
の
配
列

ま
で
も
操
作
し
て
製
造
さ
れ
る
商
品
ま
で
も
出
現
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
、
商
品
の
製
造
過
程
を
物
質
構
造

か
ら
体
系
化
で
き
る
と
す
れ
ぱ
、
商
品
学
の
発
展
に
と
っ
て
も
有

意
義
と
考
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
試
み
を
多
種
多
様
の
素

材
や
部
材
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
最
終
商
品
に
お
い
て
行
う
こ
と

は
、
商
品
の
種
類
の
多
い
こ
と
と
も
合
わ
せ
て
、
き
わ
め
て
困
難

で
あ
ろ
う
と
考
え
、
こ
こ
で
は
物
質
構
造
に
視
点
を
お
い
て
、
素

材
商
晶
の
製
造
を
中
心
と
し
て
体
系
化
を
試
み
た
。
体
系
化
の
た

め
に
は
、
そ
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
天
然
系
・
人
造
系
・
複
合

系
に
大
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
製
造
過
程
を
物
質
の
成
分
や
構
造
を

意
図
す
る
程
度
の
違
い
に
よ
っ
て
類
別
体
系
化
し
よ
う
と
試
み
た
。

　
ω
　
原
生
即
時
型
製
造
法
に
よ
る
天
然
系
素
材
商
品

　
天
然
の
動
植
物
、
岩
石
鉱
物
、
自
然
水
な
ど
其
自
体
、
あ
る
い

は
そ
れ
ら
に
簡
単
な
物
理
的
加
工
（
厳
密
に
い
え
ぱ
化
挙
的
加
工

を
含
む
こ
と
も
あ
る
）
を
加
え
た
商
品
が
こ
の
型
に
属
す
。
例
え

ぱ
、
天
然
皮
革
、
貝
殻
、
象
牙
、
真
珠
、
骨
類
、
石
材
、
木
材
、

天
然
繊
維
、
天
然
水
歓
料
な
ど
が
あ
り
、
歴
史
的
に
古
く
か
ら
製

造
さ
れ
た
商
品
に
こ
の
型
の
も
の
が
多
い
。

　
②
　
成
分
分
離
型
製
造
法
に
よ
る
天
然
系
素
材
商
品

　
各
種
の
天
然
資
源
に
含
有
さ
れ
て
い
る
成
分
（
単
体
や
化
合

物
）
を
変
質
さ
せ
る
こ
と
な
く
分
離
し
て
製
造
さ
れ
る
商
品
が
こ

の
型
に
属
す
。
例
え
ぱ
、
大
気
か
ら
製
造
さ
れ
る
酸
素
・
窒
素
・

希
ガ
ス
類
、
海
水
か
ら
製
造
さ
れ
る
塩
類
、
動
植
物
か
ら
製
造
さ

れ
る
油
脂
類
、
木
材
な
ど
か
ら
製
造
さ
れ
る
バ
ル
プ
や
紙
、
金
属

鉱
石
か
ら
製
造
さ
れ
る
自
然
金
や
銀
、
原
油
の
常
圧
蒸
留
に
よ
っ

て
製
造
さ
れ
る
石
油
留
分
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
精
製
純
度

の
差
で
各
種
の
品
位
の
も
の
が
あ
る
。
と
く
に
再
生
産
で
き
な
い

鉱
物
資
源
な
ど
の
場
合
に
は
、
高
品
位
鉱
石
か
ら
低
品
位
鉱
石
へ

と
産
出
形
態
が
移
行
す
る
の
で
、
目
的
成
分
の
利
用
は
困
難
に
な

る
傾
向
が
あ
る
。
現
在
の
よ
う
に
技
術
が
高
度
に
進
ん
だ
時
代
で

は
、
超
高
品
位
の
商
品
が
製
造
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ぱ
超
純
水
、
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超
純
粋
窒
素
ガ
ス
、
フ
7
イ
ン
セ
ラ
ミ
ヅ
ク
用
高
純
度
原
料
粉
末

な
ど
が
あ
る
。

　
㈹
　
成
分
分
離
再
生
型
製
造
法
に
よ
る
天
然
系
素
材
商
品

　
各
種
の
天
然
資
源
に
含
有
さ
れ
て
い
る
成
分
を
一
時
変
質
さ
せ

る
が
、
元
の
成
分
に
再
生
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
る
商

品
が
こ
の
型
に
属
す
。
例
え
ぱ
、
樹
木
や
綿
花
か
ら
つ
く
ら
れ
る

再
生
繊
維
、
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
か
ら
つ
く
ら
れ
る
ア
ル
、
ミ
ナ
な
ど
が

こ
れ
に
該
当
す
る
。

　
ω
　
化
学
組
成
制
御
型
製
造
法
に
よ
る
人
造
系
素
材
商
品

　
各
種
の
天
然
資
源
に
合
有
さ
れ
て
い
る
成
分
を
天
産
状
態
の
ま

ま
で
使
用
す
る
の
で
な
く
、
成
分
元
素
を
意
図
し
て
、
単
体
あ
る

い
は
化
合
物
に
変
質
さ
せ
て
製
造
さ
れ
る
商
品
が
こ
の
型
に
属
す
。

こ
れ
ら
に
は
、
金
属
、
半
含
成
繊
維
、
石
油
留
分
改
質
品
、
石
炭

乾
留
品
、
合
成
低
分
子
化
学
品
、
合
成
高
分
子
化
学
品
、
セ
ラ
、
ミ

ヅ
ク
ス
、
ガ
ラ
ス
、
セ
メ
ン
ト
な
ど
き
わ
め
て
多
種
の
素
材
商
品

が
あ
る
。
成
分
元
素
が
何
で
あ
る
か
を
意
図
す
る
が
、
構
成
粒
子

の
形
態
や
分
子
・
原
子
の
配
列
の
よ
う
な
徴
細
構
造
ま
で
は
意
識

し
な
い
製
造
法
で
つ
く
ら
れ
る
素
材
商
品
で
あ
る
た
め
、
伝
統
的

な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
㈲
　
巨
視
的
形
態
制
御
型
製
造
法
に
よ
る
人
造
系
素
材
商
品

　
物
質
の
分
子
レ
ベ
ル
と
い
っ
た
微
細
構
造
は
意
図
し
な
い
が
、

巨
視
的
形
態
を
念
頭
に
お
い
て
製
造
さ
れ
る
素
材
商
晶
が
こ
の
型

に
属
す
。
例
え
ぱ
、
金
属
や
プ
ヲ
ス
チ
ヅ
ク
成
形
品
、
超
極
細
繊

維
、
異
形
断
面
繊
維
、
光
学
繊
維
、
高
分
子
膜
、
金
属
超
微
粒
子

な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
。

　
㈹
　
分
子
配
列
制
御
型
製
造
法
に
よ
る
人
造
系
素
材
商
品

　
分
子
の
化
学
組
成
に
留
ま
ら
ず
、
立
体
構
造
を
も
意
図
し
て
製

造
さ
れ
る
素
材
商
品
が
こ
の
型
に
属
す
。
例
え
ぱ
、
シ
ス
型
・
ト

ラ
ン
ス
型
、
α
型
・
β
型
、
直
鎖
状
・
分
枝
状
な
ど
を
考
慮
し
て

製
造
さ
れ
る
立
体
合
成
高
分
子
を
は
じ
め
と
し
、
液
晶
材
料
や
機

能
性
膜
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。

　
ω
　
原
子
配
列
制
御
型
製
造
法
に
よ
る
人
造
系
素
材
商
品

　
原
子
配
列
の
よ
う
な
物
質
の
微
細
構
造
（
単
結
晶
・
多
結
晶
・

非
結
晶
）
を
意
図
し
て
、
最
先
端
技
術
を
集
結
し
て
製
造
さ
れ
る

素
材
商
品
が
こ
れ
に
属
す
。
例
え
ぱ
、
形
状
記
憶
合
金
、
水
素
貯

蔵
合
金
、
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
金
属
、
超
格
子
素
子
、
三
次
元
回
路
素

子
、
炭
素
繊
維
、
ホ
イ
ス
カ
ー
な
ど
新
素
材
と
呼
ぱ
れ
て
い
る
も

の
に
多
く
の
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
す

で
に
商
品
に
な
っ
て
い
る
も
の
や
開
発
途
上
の
も
の
も
あ
る
。

　
㈹
　
天
然
系
素
材
同
士
の
複
合
型
製
造
法
に
よ
る
複
合
系
素
材
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商
品

　
人
造
系
素
材
商
品
が
開
発
さ
れ
る
以
前
に
お
い
て
も
、
複
数
の

天
然
素
材
を
組
み
合
わ
せ
て
一
体
化
し
た
複
合
系
素
材
商
品
が
使

わ
れ
た
。
複
合
さ
せ
る
目
的
は
各
単
独
の
素
材
の
も
つ
特
徴
を
複

合
に
よ
っ
て
兼
ね
備
え
た
も
の
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の

例
に
は
、
土
と
わ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
土
壁
、
自
然
金
・
銀
・
銅

を
融
合
し
た
各
種
合
金
、
天
然
繊
維
同
士
を
合
わ
せ
た
繊
維
製
品
、

木
質
系
単
板
の
集
積
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
合
板
や
積
層
材
、
木

と
竹
と
の
複
合
材
、
木
と
紙
と
の
複
合
材
な
ど
き
わ
め
て
多
数
の

も
の
が
あ
る
。

　
ω
　
天
然
系
お
よ
び
人
造
系
素
材
同
士
の
複
合
型
製
造
法
に
よ

る
複
合
系
素
材
商
品

　
天
然
繊
維
と
合
成
繊
維
と
の
複
合
、
天
然
ゴ
ム
と
合
成
ゴ
ム
と

の
複
合
、
木
材
と
プ
ラ
ス
チ
ヅ
ク
と
の
複
合
、
紙
と
プ
ラ
ス
チ
ヅ

ク
．
金
属
と
の
複
合
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
こ
の
型
に
属
す
る
も

の
も
き
わ
め
て
多
い
。

　
ω
　
人
造
系
素
材
同
士
の
複
合
型
製
造
法
に
よ
る
複
合
系
素
材

　
　
商
品

　
複
数
の
人
造
系
素
材
を
組
み
合
わ
せ
て
一
体
化
し
た
複
合
系
素

材
商
品
に
は
、
高
性
能
の
も
の
が
多
く
、
新
複
合
材
料
の
ほ
と
ん

ど
は
、
こ
の
型
に
属
し
て
い
る
。
各
種
の
合
金
を
は
じ
め
と
し
、

ラ
、
、
、
ネ
ー
ト
複
合
材
、
繊
維
強
化
複
合
材
（
F
R
P
，
F
R
T
P
，

F
R
M
，
F
R
C
な
ど
）
複
合
繊
維
、
複
合
肥
料
、
複
合
調
味
料

な
ど
そ
の
種
類
は
き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
上
記
の
ω
か
ら
ω
ま
で
の
素
材
商
品
の
う
ち
、
ω
に
近
い
も
の

に
は
伝
統
的
素
材
商
品
が
多
く
、
ω
に
近
い
も
の
に
は
新
素
材
商

品
と
呼
ぱ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

ω
か
ら
例
に
進
む
に
つ
れ
て
物
質
構
造
の
意
図
が
成
分
意
図
型
か

ら
構
造
意
図
型
へ
と
一
層
精
激
と
な
り
、
こ
れ
が
新
素
材
商
品
の

開
発
に
お
け
る
最
近
の
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
天
然
資
源
を
出
発

源
と
す
る
素
材
商
品
の
製
造
法
の
時
代
的
変
遷
は
、
原
生
即
時
的

利
用
に
よ
る
製
造
↓
分
化
さ
れ
た
部
分
的
利
用
に
よ
る
製
造
↓
分

化
さ
れ
た
総
合
的
利
用
に
よ
る
製
造
↓
分
化
さ
れ
た
総
合
的
・
複

合
的
利
用
に
よ
る
製
造
に
要
約
で
き
よ
う
。
一
方
、
物
質
の
成
分

と
構
造
に
お
い
て
、
成
分
・
構
造
を
意
図
し
な
い
製
造
↓
成
分
の

み
を
意
図
し
た
製
造
↓
成
分
・
巨
視
的
形
態
を
意
図
し
た
製
造
↓

成
分
．
徴
紬
構
造
（
分
子
構
造
・
原
子
構
造
）
を
意
図
し
た
製
造

へ
の
方
向
に
変
遷
し
て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
現
代
に
お
い
て
、

新
素
材
へ
の
関
心
は
、
素
材
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
他
の
メ
ー
カ
ー

に
お
い
て
立
目
同
ま
っ
て
い
る
。
現
代
の
よ
う
に
技
術
が
高
度
に
発
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展
し
た
時
代
で
あ
っ
て
も
ω
に
示
し
た
商
品
も
存
在
し
重
要
な
役

割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
時
代
と
共
に
ω
か
ら
㈹
へ

向
っ
て
商
品
の
種
類
が
拡
大
し
て
行
く
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
重
視

し
た
い
。

　
以
上
、
素
材
商
品
を
例
に
商
品
の
製
造
過
程
の
体
系
化
を
試
み

た
が
、
各
事
例
に
つ
い
て
の
製
造
企
業
の
実
態
や
価
格
面
か
ら
の

検
討
な
ど
を
述
ぺ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

　
次
に
商
品
相
互
間
の
相
関
的
考
察
に
つ
い
て
筆
者
の
考
え
方
を

述
べ
て
み
よ
う
。

　
多
種
多
様
の
商
品
が
実
在
す
る
現
状
に
お
い
て
、
単
独
商
品
に

つ
い
て
の
研
究
の
み
で
な
く
、
商
品
間
の
相
関
的
考
察
は
き
わ
め

て
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と

は
他
に
譲
る
こ
と
と
し
、
そ
の
骨
子
の
み
の
記
述
に
留
め
た
い
。

　
ま
ず
一
つ
の
方
向
は
、
原
材
料
商
品
か
ら
完
成
商
品
へ
の
加
工

程
度
の
増
大
に
伴
う
商
品
相
互
間
の
捕
え
方
で
あ
り
、
拙
著
「
商

品
学
（
青
林
双
書
）
青
林
書
院
」
に
お
い
て
、
商
品
の
高
次
元
化

現
象
と
し
て
記
述
し
た
も
の
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。
例
え
ば
近
年

の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
商
品
の
進
歩
と
需
要
の
増
大
に
伴
っ
て
、

そ
の
製
造
原
料
で
あ
る
、
超
純
粋
の
各
種
気
体
商
品
・
金
属
商
品

を
は
じ
め
多
く
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
プ
ラ
ス
チ
ヅ
ク
な
ど
の
需

要
も
増
大
し
て
い
る
と
い
っ
た
相
関
的
考
察
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
・

　
一
方
、
こ
れ
に
対
し
て
、
同
程
度
の
加
工
次
元
に
お
け
る
商
品

間
の
相
関
的
考
察
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、
多
様
化
現
象
、
一
競
合
．
代

替
・
補
完
現
象
、
軽
薄
短
小
化
現
象
、
組
み
合
わ
せ
・
複
合
化
現

象
、
高
品
位
化
現
象
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
そ
の
考
察
に
際
し

て
、
背
後
に
あ
る
要
因
と
現
象
と
の
関
連
づ
け
が
重
要
で
あ
る
。

四
　
一
橋
大
学
と
日
本
商
品
学
会
と
の
関
係

　
日
本
商
晶
学
会
の
創
立
は
、
昭
和
一
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
の
総
括
は
、
日
本
商
品
学
会
の
機
関
誌
「
商
品
研

究
第
二
八
巻
三
・
四
号
（
昭
和
五
二
年
二
一
月
）
」
に
史
料
委
、
員

会
報
告
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
挙
会
と
一
橋
大

学
と
の
関
係
し
た
部
分
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　
昭
和
九
年
春
頃
、
大
学
商
業
専
門
学
校
等
に
於
け
る
商
品
学
担

当
者
の
間
で
教
授
及
び
事
務
に
関
す
る
協
議
を
し
よ
う
と
す
る
気

運
が
高
ま
り
、
昭
和
一
〇
年
四
月
、
本
学
の
一
橋
構
堂
に
お
い
て
、

最
初
の
全
国
大
学
高
等
専
門
単
校
商
品
単
科
協
議
会
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
開
催
に
は
、
当
時
の
本
学
の
商
品
挙
担
当
の
木
村
．
佐

5左8
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藤
両
氏
を
は
じ
め
、
小
原
・
松
永
両
氏
（
名
古
屋
高
商
）
、
南
種

氏
（
横
浜
一
口
同
商
）
の
各
氏
が
世
話
役
と
な
ら
れ
た
。
こ
の
協
議
会

は
次
の
昭
和
一
一
年
に
は
名
古
星
高
商
で
開
か
れ
、
翌
二
一
年
に

は
、
日
本
商
品
学
会
第
三
年
会
と
改
称
し
て
横
浜
高
商
及
ぴ
横
浜

商
工
奨
励
館
で
開
か
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
二
二
年
に
は
第
四
年
会

が
和
歌
山
高
商
、
昭
和
一
四
年
第
五
回
学
会
が
福
島
高
商
、
昭
和

一
五
年
第
六
回
学
会
が
高
松
高
商
、
昭
和
ニ
ハ
年
第
七
回
学
会
が

高
岡
高
商
、
昭
和
一
八
年
第
八
回
学
会
が
彦
根
高
商
、
同
年
第
九

回
学
会
が
長
崎
高
商
で
開
か
れ
た
。
一
方
、
刊
行
物
は
、
は
じ
め

「
全
国
大
学
高
等
専
門
学
校
商
品
学
科
協
議
会
報
告
」
と
し
て
昭

和
一
〇
年
一
〇
月
に
そ
の
創
刊
号
（
第
一
冊
）
が
発
刊
さ
れ
、
第

三
冊
か
ら
「
日
本
商
品
学
会
報
告
」
と
改
名
さ
れ
第
四
冊
ま
で
発

刊
さ
れ
た
。
昭
和
一
五
年
か
ら
誌
名
が
「
商
品
挙
研
究
」
と
改
名

さ
れ
号
数
も
創
刊
号
と
な
り
昭
和
ニ
ハ
年
そ
の
第
三
号
が
発
刊
さ

れ
た
が
、
戦
前
の
会
誌
は
そ
れ
が
最
後
で
あ
っ
た
。
当
時
の
学
会

会
員
は
、
大
挙
商
業
専
門
学
校
及
同
程
度
以
上
の
学
校
に
於
け
る

商
品
挙
科
担
任
者
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
会
の
事
務
所
は
毎
年
次

回
の
会
合
の
開
催
地
に
置
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

「
商
品
学
研
究
」
の
創
刊
号
か
ら
第
三
号
ま
で
は
、
本
学
内
に
日

本
商
品
学
会
事
務
所
を
お
き
、
河
合
氏
が
編
集
兼
発
行
人
の
役
を

務
め
ら
れ
た
。

　
戦
時
中
、
学
会
活
動
は
中
断
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
二
四
年
一
〇

月
頃
、
関
東
地
区
の
商
晶
学
研
究
者
が
集
ま
っ
て
懇
談
会
を
開
い

た
が
、
そ
の
第
二
回
の
会
合
か
ら
、
こ
れ
を
全
国
的
に
発
展
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
二
五
年
四
月
戦
後
第
一
回
の
日
本
商
品

学
会
の
創
立
総
会
が
本
学
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
総
会
に
は
全
国

か
ら
多
数
の
学
究
が
出
席
さ
れ
て
非
常
な
盛
会
で
あ
っ
た
。
学
会

事
務
所
は
本
学
商
品
学
教
室
に
置
か
れ
、
商
品
学
の
理
論
及
び
実

験
、
教
育
及
ぴ
指
導
、
商
品
鑑
定
な
ど
を
行
う
こ
と
を
学
会
の
目

的
と
し
た
。
ま
た
、
研
究
発
表
会
や
協
議
会
の
開
催
、
尊
門
家
を

招
い
て
の
座
談
会
、
機
関
誌
「
商
品
学
研
究
（
後
に
商
品
研
究
と

改
名
）
」
の
発
刊
が
目
的
達
成
の
た
め
始
め
ら
れ
た
。
戦
後
の
学

会
で
は
会
員
の
賞
格
を
広
げ
、
大
単
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
、

高
等
学
校
の
商
品
学
科
担
任
者
及
び
一
般
同
好
者
で
、
紹
介
者
が

な
く
て
も
自
由
に
申
込
み
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
一
回
の

総
会
で
は
評
議
員
二
六
名
、
理
事
一
一
名
、
顧
間
二
名
、
会
長
一

名
が
選
挙
さ
れ
、
会
長
に
は
本
学
の
佐
藤
弘
教
授
が
選
出
さ
れ
た
。

顧
間
に
は
国
元
書
房
の
国
元
省
三
氏
、
東
京
京
橋
の
O
S
S
副
社

長
（
明
治
屋
）
の
磯
野
計
蔵
氏
（
本
単
出
身
）
が
推
薦
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
詳
紬
に
つ
い
て
は
当
時
本
学
に
勤
務
さ
れ
た
関
口
清
見
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氏
に
よ
る
一
橋
論
叢
第
二
三
巻
第
六
号
（
昭
和
二
五
年
六
月
）
に

記
さ
れ
て
い
る
。
去
る
昭
和
五
三
年
九
月
に
開
か
れ
た
役
員
会
に

お
い
て
、
戦
後
発
足
し
た
商
品
挙
会
は
、
設
立
時
の
発
起
人
及
び

会
員
に
も
戦
前
か
ら
の
協
議
会
及
び
学
会
の
構
成
員
が
多
数
参
加

し
て
い
た
事
実
に
よ
っ
て
、
本
学
会
の
創
立
は
「
全
国
大
学
高
等

専
門
学
校
商
品
学
科
協
議
会
」
及
び
「
日
本
商
品
学
会
」
を
含
め

て
、
昭
和
一
〇
年
四
月
四
日
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
後
の
初

代
会
長
が
本
挙
の
佐
藤
氏
で
あ
ウ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
以
後
、

本
学
の
教
授
で
会
長
に
な
ら
れ
た
方
は
、
第
三
代
会
長
佐
藤
弘
教

授
（
昭
和
二
七
年
四
月
か
ら
二
八
年
四
月
ま
で
）
、
第
五
代
及
び

第
七
代
会
長
石
井
頼
三
教
授
（
昭
和
二
九
年
五
月
か
ら
三
九
年
五

月
ま
で
、
及
ぴ
昭
和
四
一
年
五
月
か
ら
四
九
年
五
月
ま
で
）
、
第

八
代
会
長
北
原
三
郎
教
授
（
昭
和
四
九
年
六
月
か
ら
五
九
年
五

月
ま
で
）
で
あ
る
。
な
お
、
日
本
商
品
学
会
は
国
際
商
品
学
会

〔
H
Z
H
向
肉
オ
＞
H
H
O
之
＞
■
目
Ω
向
ω
向
■
■
ω
O
｝
＞
司
H
句
d
肉
　
老
＞
－

射
向
Z
肉
d
オ
U
目
d
乞
∪
H
同
O
由
ズ
O
■
O
Ω
H
向
（
H
Ω
峯
H
）
〕
　
へ
加

盟
す
る
こ
と
を
昭
和
五
二
年
五
月
の
総
会
で
決
定
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
、
国
際
商
品
学
会
か
ら
加
盟
を
昭
和
五
二
年
五
月
一
五
日

付
で
承
諾
す
る
連
絡
が
屈
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
日
本
商

品
学
会
長
北
原
三
郎
氏
が
国
際
商
品
挙
会
の
副
会
長
に
就
任
さ
れ
、

同
巽
が
逝
去
（
昭
和
五
九
年
二
一
月
二
三
日
）
さ
れ
る
ま
で
そ
の

任
に
当
ら
れ
た
。

　
以
上
の
ほ
か
、
本
学
と
日
本
商
品
学
会
の
関
係
と
し
て
、
挙
会

の
年
一
回
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
及
び
本
挙
と
学
会
そ
の
他
の
機

関
と
の
共
催
の
形
で
実
施
さ
れ
た
商
品
実
験
実
習
講
習
会
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
学
会
の
全
国
大
会
が
本
学
を
会
場
と
し
て
行

わ
れ
た
の
は
第
一
回
（
昭
和
二
五
年
四
月
）
、
■
第
九
回
（
昭
和
三

三
年
五
月
）
、
第
二
二
回
（
昭
和
四
六
年
五
月
）
、
第
三
三
回
（
昭

和
五
七
年
五
月
）
の
計
四
回
で
あ
る
。
ま
た
、
商
品
実
験
実
習
講

習
会
（
名
称
の
多
少
の
変
動
は
あ
る
）
は
昭
和
三
〇
年
以
来
、
本

挙
を
会
場
と
し
て
実
施
さ
れ
、
現
在
も
続
い
て
い
る
。
学
会
の
事

務
所
は
戦
後
か
ら
現
在
ま
で
本
学
内
に
置
か
れ
、
前
述
し
た
一
橋

商
品
学
の
特
色
と
も
合
わ
せ
考
え
る
と
、
・
本
挙
の
商
品
学
担
当
教

官
の
学
会
に
対
す
る
役
割
も
重
且
つ
大
で
あ
る
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら

な
い
。

五
　
総
括

　
一
橋
論
叢
の
本
号
は
新
入
生
向
け
特
集
号
で
あ
り
、
社
会
科
学

の
総
合
大
学
で
あ
る
本
学
へ
入
学
さ
れ
た
諸
君
の
ほ
と
ん
ど
の
方

が
商
品
学
と
い
う
学
問
の
あ
る
こ
と
を
初
め
て
聴
か
れ
た
の
で
は
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な
い
か
と
思
い
、
本
学
の
商
品
学
の
特
色
と
日
本
商
品
学
会
と
本

挙
の
関
係
等
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
た
め
に
執
筆
し
た
も
の
で

あ
る
。
商
品
学
な
る
学
問
が
諸
潰
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
お

も
な
原
因
は
、
商
品
学
に
か
か
わ
る
科
目
が
普
通
高
校
に
な
く
、

一
部
の
商
業
高
校
で
「
商
品
」
の
名
称
で
、
し
か
も
選
択
科
目
と

し
て
開
講
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
と
、
本
学
の
入
学
者
の

ほ
と
ん
ど
が
普
通
高
校
の
出
身
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ

う
。
社
会
の
中
で
商
品
の
果
す
役
割
が
き
わ
め
て
大
き
い
現
状
か

ら
考
え
て
、
商
品
学
の
よ
う
な
学
際
科
学
の
研
究
に
は
、
た
と
え

社
会
科
学
の
一
都
門
で
あ
る
に
せ
よ
、
自
然
科
学
に
対
し
て
も
関

心
を
向
け
て
行
く
態
度
を
も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
う
次
第
で

あ
る
。
本
文
中
に
引
用
し
た
原
資
料
の
記
述
に
際
し
て
、
片
仮
名

を
平
仮
名
に
し
た
り
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
し
た
と
こ
ろ
が
多
く
、

す
べ
て
が
完
全
に
原
典
の
通
り
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
お
断
わ

り
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橘
犬
学
教
授
）

（129）　一橘商品挙と目本商品学会
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